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要 望 書 
 

 

３年以上に及んだ新型コロナウイルス感染症による各方面への影響は、本年５月

の５類への移行に伴い薄れつつあるものの、エネルギー問題をはじめ、原材料価格

や輸送コスト等の高騰により、依然として企業経営は苦しい状況下にあります。 

長岡地域の中小企業も価格転嫁が進んでおらず、世界情勢の緊迫化が長期化する

ことが予測されており、先行きの見えない状態が今も続いています。 

加えてコロナ融資が据置期間を終え元金返済が始まるなか、資金繰りのさらなる 

悪化を懸念する声も多く聞こえてきています。 

こうしたなか長岡商工会議所では、事業継続に懸命に取り組む事業者への支援策 

のさらなる拡充・強化を実現するために、業種別１１部会で出された意見を集約し、

その結果をふまえて下記３項目を要望いたします。 

長岡市の産業と雇用を守る中小企業、小規模事業者に対する支援と、地域活性化を 

目的とした要望について、産業界と一体となって取り組んでいただきたく、長岡市

より、格別なご理解とご高配を賜わりますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．人手不足・人材確保に向けた支援策の拡充と 

若者の地元定着の促進 

 

２．中心市街地のにぎわい創出による交流人口の拡大と 

長岡地域の魅力発信 

 

３．米百俵プレイス東館の備品等購入に伴う地元優先発注  

 

 

 

 

                     長岡商工会議所 

                      会頭  大原 興人 

 

 

写 



－要望項目の要旨－ 
 

 

１． 人手不足・人材確保に向けた支援策の拡充と若者の地元定着の促進  
 

・人手不足は業種、業態を問わず、今や多くの企業にとって喫緊の課題となっています。

少子高齢化の進展により、労働人口が今後も減少していくことは回避できない事実で 

あり、地域の実情に応じた的確な施策の実行が、産業振興には大変重要であります。 

・とりわけ、運輸、建設業においては 2024年問題の克服に向けた対策が課題となって 

います。若者の地元定着促進については多くの企業が期待していますが、市内４大学 

１高専の学生の地元就職率は依然として低い水準にあります。こうした状況のなか、 

県内大学の学生や、県外大学に通う地元出身者にも対象を広げ、他市町村で実施して 

いる「地元就職した場合の奨学金返済免除」など思い切った施策が求められています。

加えて、女性やシニア層の活躍、外国人材の積極的な活用の推進も併せて要望します。 

 ・さらには、企業の人材確保に向けた、求人企業、求職者ニーズを踏まえたマッチング 

支援など市独自の仕組みを構築していただくとともに、若者が働きやすい環境整備に 

向けた支援制度の拡充を要望します。 

・また、長岡市は首都圏からの利便性も良く、教育環境や子育て環境、医療・福祉環境

が充実しているにも関わらず、アピール不足もあり「住みやすい街」というイメージ

が十分に伝わっていないのが実態であります。この点に関しても、一層の情報発信の

強化により、定住人口の増加を目指していただく施策の拡充を要望します。 
 

 

 ２．中心市街地のにぎわい創出による交流人口の拡大と長岡地域の魅力発信  
 

・長岡駅前やメインストリートである大手通を含む中心市街地は、時代が変わろうとも

長岡市の顔であり、県内外の来訪者を迎える玄関口でもあります。中心市街地のにぎ

わい創出こそが長岡市のイメージアップにつながり、その魅力発信を行うことにより

交流人口の拡大が図られ、地域活性化に大きく寄与するものと思います。 

・長岡が有する魅力ある地域資源を中心市街地で体感できるような施設の新設や、まち

なかを歩いて回遊できるルートの整備、来街者の滞在時間延長により経済効果を生み

出すための空間の整備やイベント開催等への支援策拡充を要望します。さらにはイン

バウンド促進に向けた案内看板の多言語化対応や公共施設の通信インフラ整備など

を含め、情報発信力の強化を図っていただくことをあわせて要望します。 

・また、待望のオープンを迎えた「ミライエ長岡」を核とした産学連携の一層の推進に

より、４大学１高専をつなぎ新たなイノベーションを起こすため、人が集い、交流し、

多くの出会いで変化を生み出す活動と、産学官金、企業間連携による研究・商品開発 

や業務効率化を後押しする施策を、産業界と連携し推進していただくよう要望します。 
 

 

 ３．米百俵プレイス東館の備品等購入に伴う地元優先発注  
 

・米百俵プレイス東館については、令和７年度のオープンに向けて建設工事が進められ

ていくなか、当所も移転・入居するこの東館は、経営支援のワンストップサービスを

実現する「産業連携・協働拠点施設」として大きな期待が寄せられています。 

・長岡の経済・産業１００年の計の礎と位置付けているこの東館については、入居する

各機関の事務室等で使用する書棚や机、イス、パソコン等をはじめとする備品等の購

入について、可能な限り長岡市に本社を有する地元企業からの優先発注を要望します。 

・社会環境が大きく変化し価値観が多様化する時代だからこそ、行政や支援機関と産業

界が一体となり迅速な意思決定と着実な行動を起こすことが重要であります。上記の

趣旨をご理解賜り、産業支援の核となる東館に共存する各産業支援機関への働きかけ

についても特段のご配慮をお願いいたします。 

以 上 


